
(57)【要約】

【課題】　光コネクタによる現場での光ファイバ接続を

光ファイバを断線させることなく行う。

【解決手段】　光コネクタ１は、フェルール４の内部で

２本の光ファイバ２、３を突き合わせることにより光フ

ァイバの接続を行う。光ファイバとの対向面が凸円弧状

の保持面１４となっていると共に軸方向の両端部がテー

パ状の受部５ａ、５ｂとなっており、一方の光ファイバ

２が挿通可能となるように組み付けられる少なくとも３

本のチャックピン５と、一方の受部５ａと接触するよう

にフェルール４の内部に設けられたテーパ状の押圧面１

３と、他方の受部５ｂと接触するテーパ状の作用面１７

が形成され、チャックピン５を組み付け状態で保持して

フェルール４の内部に軸方向移動可能に配置されるチャ

ックピンホルダ６と、組み付けられたチャックピン５の

保持面１４を接近させて光ファイバの保持力を付与する

ため、チャックピンホルダ６を軸方向に移動させる操作

部材７とを備える。

【選択図】　　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ ェ ル ー ル の 内 部 で ２ 本 の 光 フ ァ イ バ を 突 き 合 わ せ る こ と に よ り 光 フ ァ イ バ の 接 続 を 行
う 光 コ ネ ク タ で あ っ て 、
　 前 記 光 フ ァ イ バ と の 対 向 面 が 凸 円 弧 状 の 保 持 面 と な っ て い る と 共 に 軸 方 向 の 両 端 部 が テ
ー パ 状 の 受 部 と な っ て お り 、 一 方 の 光 フ ァ イ バ が 挿 通 可 能 と な る よ う に 組 み 付 け ら れ る 少
な く と も ３ 本 の チ ャ ッ ク ピ ン と 、 一 方 の 受 部 と 接 触 す る よ う に フ ェ ル ー ル の 内 部 に 設 け ら
れ た テ ー パ 状 の 押 圧 面 と 、 他 方 の 受 部 と 接 触 す る テ ー パ 状 の 作 用 面 が 形 成 さ れ て お り 、 前
記 チ ャ ッ ク ピ ン を 組 み 付 け 状 態 で 保 持 し て フ ェ ル ー ル の 内 部 に 軸 方 向 移 動 可 能 に 配 置 さ れ
る チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ と 、 組 み 付 け ら れ た チ ャ ッ ク ピ ン の 保 持 面 を 相 互 に 接 近 さ せ て 光 フ
ァ イ バ の 保 持 力 を 付 与 す る た め 、 チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ を 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 操 作 部 材 と を
備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 操 作 部 材 は 、 チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ を 弾 性 的 に 押 圧 す る 緩 衝 ば ね を 有 し て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 光 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 他 方 の 光 フ ァ イ バ の 端 部 が 露 出 し た 状 態 で 他 方 の 光 フ ァ イ バ が 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る 接
続 ス リ ー ブ と 、 一 方 の 光 フ ァ イ バ が 挿 入 さ れ て お り 、 ２ 本 の 光 フ ァ イ バ の 接 続 を 行 う た め
に 端 面 が 接 続 ス リ ー ブ の 端 面 と 突 き 合 わ せ ら れ る ガ イ ド ス リ ー ブ と を さ ら に 有 し 、 い ず れ
か の 光 フ ァ イ バ の 端 部 が 対 応 し た ス リ ー ブ の 端 面 よ り も 窪 ん で お り 、 当 該 窪 み 部 に 相 手 側
の 光 フ ァ イ バ の 先 端 部 が 突 き 当 て ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 光 コ ネ ク タ
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 窪 み 部 内 に マ ッ チ ン グ 剤 が 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 光 コ ネ
ク タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 工 事 現 場 で の 光 フ ァ イ バ の 接 続 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 光 コ ネ ク タ に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 光 フ ァ イ バ を 布 設 す る 場 合 に は 、 そ の 接 続 状 態 を 現 場 の 状 況 に 応 じ て 変 更 す る 必 要 が あ
る 。 こ の た め 、 現 場 で の 接 続 を 容 易 に 行 う た め の 光 フ ァ イ バ が 開 発 さ れ て い る 。 特 開 平 ９
－ １ ２ ７ ３ ７ １ 号 公 報 に は 、 光 フ ァ イ バ を 現 場 で 接 続 す る た め に 、 現 場 で の 組 み 立 て を 行
う こ と が 可 能 な 構 造 の 光 コ ネ ク タ が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 光 コ ネ ク タ は 、 外 形 が 円 筒 状 の フ ェ ル ー ル に 半 円 状 の 切 欠 部 を 部 分 的 に 形 成 し 、 こ
の 切 欠 部 に 対 応 し た 半 円 状 の 外 形 を 有 し た 押 え 具 を 用 い て 光 フ ァ イ バ を 固 定 す る も の で あ
る 。 切 欠 部 に 対 応 し た フ ェ ル ー ル の 部 分 は 、 固 定 用 平 面 部 と な っ て お り 、 こ の 固 定 用 平 面
部 に フ ァ イ バ 固 定 用 凹 部 を 軸 方 向 に 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 光 フ ァ イ バ の 接 続 は 、 ２ 本 の 光 フ ァ イ バ 素 線 を フ ァ イ バ 固 定 用 凹 部 に 嵌 め 込 ん で 、 そ の
端 部 を 相 互 に 突 き 合 わ せ 、 光 フ ァ イ バ 素 線 の 突 き 合 わ せ 状 態 に 対 し て 押 え 具 を 切 欠 部 に 挿
入 し て 固 定 用 平 面 部 上 に 重 ね 合 わ せ る 。 そ し て 、 重 ね 合 わ せ 状 態 の 押 え 具 及 び フ ェ ル ー ル
を ば ね 鋼 等 か ら な る リ ン グ 状 の ク ラ ン プ で 覆 っ て 押 え 具 及 び フ ェ ル ー ル を 密 着 さ せ る こ と
に よ っ て 光 フ ァ イ バ の 接 続 状 態 を 固 定 す る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ２ ７ ３ ７ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ガ ラ ス 系 の 光 フ ァ イ バ は 、 外 皮 を 含 め た 直 径 が ０ ． ２ ５ ｍ ｍ 程 度 、 素 線 は 直 径 が ０ ． １
２ ５ ｍ ｍ 程 度 で あ る た め 、 そ の 固 定 は 、 適 度 の 力 で 行 う 必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 上 述
し た 従 来 の 光 コ ネ ク タ で は 、 フ ェ ル ー ル の 固 定 用 平 面 部 と 押 え 具 の 平 面 部 と を 重 ね 合 わ せ
て 光 フ ァ イ バ を 押 え 付 け る た め 、 光 フ ァ イ バ に 必 要 以 上 に 強 固 な 押 え 力 が 作 用 し て 光 フ ァ
イ バ が 断 線 す る 問 題 を 有 し て い る 。 ま た 、 光 フ ァ イ バ が 強 固 に 押 え 付 け ら れ る た め 、 温 度
変 化 に 応 じ た 光 フ ァ イ バ の 膨 張 ・ 収 縮 が 抑 制 さ れ て 光 フ ァ イ バ に 過 度 の 内 部 応 力 が 発 生 し
、 経 時 的 に 光 フ ァ イ バ が 損 傷 し た り 、 破 壊 さ れ る 問 題 も 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 現 場 で の 光 フ ァ イ
バ の 接 続 に 際 し て 、 好 適 な 力 で 光 フ ァ イ バ を 固 定 す る こ と が で き 、 光 フ ァ イ バ の 切 断 や 損
傷 を 防 止 す る こ と が 可 能 な 構 造 の 光 コ ネ ク タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ の 発 明 の 光 コ ネ ク タ は 、 フ ェ ル ー ル の 内 部 で ２ 本 の
光 フ ァ イ バ を 突 き 合 わ せ る こ と に よ り 光 フ ァ イ バ の 接 続 を 行 う 光 コ ネ ク タ で あ っ て 、 前 記
光 フ ァ イ バ と の 対 向 面 が 凸 円 弧 状 の 保 持 面 と な っ て い る と 共 に 軸 方 向 の 両 端 部 が テ ー パ 状
の 受 部 と な っ て お り 、 一 方 の 光 フ ァ イ バ が 挿 通 可 能 と な る よ う に 組 み 付 け ら れ る 少 な く と
も ３ 本 の チ ャ ッ ク ピ ン と 、 一 方 の 受 部 と 接 触 す る よ う に フ ェ ル ー ル の 内 部 に 設 け ら れ た テ
ー パ 状 の 押 圧 面 と 、 他 方 の 受 部 と 接 触 す る テ ー パ 状 の 作 用 面 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 チ ャ
ッ ク ピ ン を 組 み 付 け 状 態 で 保 持 し て フ ェ ル ー ル の 内 部 に 軸 方 向 移 動 可 能 に 配 置 さ れ る チ ャ
ッ ク ピ ン ホ ル ダ と 、 組 み 付 け ら れ た チ ャ ッ ク ピ ン の 保 持 面 を 相 互 に 接 近 さ せ て 光 フ ァ イ バ
の 保 持 力 を 付 与 す る た め 、 チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ を 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 操 作 部 材 と を 備 え て
い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 で は 、 組 み 付 け ら れ た チ ャ ッ ク ピ ン に 光 フ ァ イ バ を 挿 入 し た 状 態 で 、 操
作 部 材 を 操 作 し て チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ を 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 。 こ の 移 動 に よ っ て 、 チ ャ ッ
ク ピ ン 両 端 の テ ー パ 状 の 受 部 が フ ェ ル ー ル の 押 圧 面 及 び チ ャ ッ ク ピ ン の 作 用 面 と 接 触 し て
、 チ ャ ッ ク ピ ン の 保 持 面 が 相 互 に 接 近 す る 。 こ れ に よ り 、 チ ャ ッ ク ピ ン の 保 持 面 が 光 フ ァ
イ バ を 周 囲 か ら 保 持 す る た め 、 ２ 本 の 光 フ ァ イ バ が 接 続 状 態 で 固 定 さ れ る 。 こ の よ う な 構
造 で は 、 光 フ ァ イ バ の 接 続 操 作 を 現 場 で 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 請 求 項 １ の 発 明 で は 、 チ ャ ッ ク ピ ン の 保 持 面 が 凸 円 弧 状 と な っ て お り 、 隣 接
し て い る チ ャ ッ ク ピ ン の 保 持 面 が 相 互 に 接 触 し て 、 光 フ ァ イ バ へ の 必 要 以 上 の 接 近 が 制 限
さ れ る 。 こ の た め 、 光 フ ァ イ バ を 必 要 以 上 に 押 さ え 込 む こ と が な く 、 光 フ ァ イ バ の 断 線 を
防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 適 宜 の 力 で 光 フ ァ イ バ を 保 持 す る た め 、 温 度 変 化 に よ る 光
フ ァ イ バ の 膨 張 ・ 収 縮 が 自 由 と な り 、 内 部 応 力 が 発 生 す る こ と が な く な る 。 こ の た め 、 使
用 中 に 光 フ ァ イ バ が 損 傷 し た り 、 破 壊 す る こ と が な く 、 長 期 間 安 定 し た 性 能 を 維 持 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 光 コ ネ ク タ で あ っ て 、 前 記 操 作 部 材 は 、 チ ャ ッ ク ピ
ン ホ ル ダ を 弾 性 的 に 押 圧 す る 緩 衝 ば ね を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 操 作 部 材 に 設 け た 緩 衝 ば ね に よ っ て チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ の 軸 方 向
移 動 力 が 緩 和 さ れ る た め 、 チ ャ ッ ク ピ ン に よ る 光 フ ァ イ バ の 保 持 力 を 間 接 的 に 緩 和 す る こ
と が で き る 。 こ の た め 、 光 フ ァ イ バ へ 過 度 の 保 持 力 が 作 用 す る こ と が な く 、 光 フ ァ イ バ の
断 線 を さ ら に 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 光 コ ネ ク タ で あ っ て 、 他 方 の 光 フ ァ イ バ の 端 部 が 露
出 し た 状 態 で 他 方 の 光 フ ァ イ バ が 挿 入 さ れ て 固 定 さ れ る 接 続 ス リ ー ブ と 、 一 方 の 光 フ ァ イ
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バ が 挿 入 さ れ て お り 、 ２ 本 の 光 フ ァ イ バ の 接 続 を 行 う た め に 端 面 が 接 続 ス リ ー ブ の 端 面 と
突 き 合 わ せ ら れ る ガ イ ド ス リ ー ブ と を さ ら に 有 し 、 い ず れ か の 光 フ ァ イ バ の 端 部 が 対 応 し
た ス リ ー ブ の 端 面 よ り も 窪 ん で お り 、 当 該 窪 み 部 に 相 手 側 の 光 フ ァ イ バ の 先 端 部 が 突 き 当
て ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 接 続 ス リ ー ブ の 端 面 と ガ イ ド ス リ ー ブ の 端 面 と を 突 き 合 わ せ る こ
と に よ り 、 こ れ ら の ス リ ー ブ 内 に 配 置 さ れ た 光 フ ァ イ バ の 端 部 が 突 き 合 わ せ ら れ て 接 続 が
行 わ れ る 。 こ の 発 明 で は 、 接 続 ス リ ー ブ 側 ま た は ガ イ ド ス リ ー ブ 側 に お け る い ず れ か の 光
フ ァ イ バ の 端 部 が 窪 ん で お り 、 そ の 窪 み 部 に 相 手 側 の 光 フ ァ イ バ 先 端 部 が 突 き 合 わ せ ら れ
る が 、 こ の 突 き 合 わ せ に よ り 、 光 フ ァ イ バ 相 互 の 調 心 作 用 が 生 じ る 。 こ の た め 、 高 精 度 な
同 軸 度 で 突 き 合 わ せ ら れ た 接 続 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ 記 載 の 光 コ ネ ク タ で あ っ て 、 前 記 窪 み 部 内 に マ ッ チ ン グ 剤
が 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 光 フ ァ イ バ の 窪 み 部 に マ ッ チ ン グ 剤 が 充 填 さ れ る こ と に よ り 、 光 が 散 乱 す る
こ と が な く な る 。 こ の た め 、 接 続 損 失 が な い 良 好 な 効 率 で 光 信 号 の 伝 達 を 行 う こ と が で き
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 光 コ ネ ク タ に よ れ ば 、 現 場 で の 光 フ ァ イ バ の 接 続 を 簡 単 に 行 う こ と が で き る ば
か り で な く 、 光 フ ァ イ バ を 必 要 以 上 に 押 さ え 込 む こ と が な い た め 、 光 フ ァ イ バ の 断 線 を 防
止 す る こ と が で き 、 し か も 、 温 度 変 化 に よ る 光 フ ァ イ バ の 膨 張 ・ 収 縮 が 自 由 と な っ て 内 部
応 力 が 発 生 す る こ と が な い た め 、 光 フ ァ イ バ が 損 傷 し た り 、 破 壊 す る こ と が な く 、 長 期 間
安 定 し た 性 能 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ ～ 図 ８ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 し 、 図 １ は 光 コ ネ ク タ の 分 解 斜 視 図 、 図 ２ は
光 フ ァ イ バ 接 続 状 態 の 内 部 を 示 す 部 分 破 断 斜 視 図 、 図 ３ は 同 破 断 斜 視 図 、 図 ４ は 接 続 状 態
の 半 裁 断 面 図 、 図 ５ は チ ャ ッ ク ピ ン の 正 面 図 、 図 ６ は 光 フ ァ イ バ の 接 続 を 行 う 部 分 の 分 解
斜 視 図 、 図 ７ は 接 続 ス リ ー ブ へ の 端 面 処 理 を 示 す 断 面 図 、 図 ８ は 光 フ ァ イ バ の 接 続 状 態 を
示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 の 光 コ ネ ク タ １ は 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 ２ 本 の 光 フ ァ イ バ ２ 、 ３
の 接 続 を 行 う フ ェ ル ー ル ４ と 、 フ ェ ル ー ル ４ 内 に 配 置 さ れ る 複 数 の チ ャ ッ ク ピ ン ５ 及 び チ
ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ と 、 操 作 部 材 と し て の 押 え 蓋 ７ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 フ ェ ル ー ル ４ は 、 ガ イ ド ス リ ー ブ ８ と 、 筒 状 フ レ ー ム ９ と 、 接 続 ス リ ー ブ １ ０ と 、 ガ イ
ド ス リ ー ブ ８ 及 び 接 続 ス リ ー ブ １ ０ を 同 軸 的 に 保 持 す る ス リ ー ブ ホ ル ダ １ １ と を 備 え る 。
フ ェ ル ー ル ４ を 構 成 す る こ れ ら の 部 材 及 び チ ャ ッ ク ピ ン ５ 、 チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ 、 押 え
蓋 ７ さ ら に は 後 述 す る 緩 衝 ば ね １ ８ に は 、 対 応 し た 光 フ ァ イ バ ２ ま た は ３ が 貫 通 す る も の
で あ り 、 こ の た め 、 こ れ ら の 全 て の 構 成 部 材 に は 、 光 フ ァ イ バ 貫 通 孔 が 軸 方 向 に 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 筒 状 フ レ ー ム ９ は 、 外 形 が 円 筒 状 と な っ て お り 、 軸 方 向 の 前 段 部 分 （ 左 側 部 分 ） で ガ イ
ド ス リ ー ブ ８ を 保 持 し 、 後 段 部 分 （ 右 側 部 分 ） で チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ を 保 持 す る 。 こ れ
ら の 保 持 を 行 う た め の ス リ ー ブ 保 持 穴 ９ ａ 及 び ホ ル ダ 保 持 穴 ９ ｂ が 対 応 す る 位 置 に 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ホ ル ダ 保 持 穴 ９ ｂ は チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ の 外 形 に 合 わ せ た 円 筒 状 と な っ て 軸 方 向 に 延
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び て い る 。 こ の ホ ル ダ 保 持 穴 ９ ｂ に お け る チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ の 挿 入 先 端 部 分 に は 、 押
圧 面 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 押 圧 面 １ ３ は 、 後 述 す る チ ャ ッ ク ピ ン ５ の 先 端 側 の テ ー パ 状
の 受 部 ５ ａ と 接 触 す る も の で あ り 、 こ の た め 、 受 部 ５ ａ に 対 応 し た テ ー パ 状 と な っ て い る
。 す な わ ち 、 受 部 ５ ａ が 軸 方 向 先 端 （ 図 １ に お け る 左 方 向 ） に 向 か っ て 径 が 漸 減 す る テ ー
パ 状 と な っ て い る た め 、 押 圧 面 １ ３ も 同 様 な 傾 斜 と な る よ う に 形 成 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 チ ャ ッ ク ピ ン ５ は 一 方 の 光 フ ァ イ バ ２ を 筒 状 フ レ ー ム ９ （ フ ェ ル ー ル ４ ） 内 に 保 持 、 固
定 す る も の で あ る 。 チ ャ ッ ク ピ ン ５ は 軸 方 向 に 延 び た 横 長 形 状 と な っ て お り 、 光 フ ァ イ バ
２ の 保 持 に 際 し て は 、 ３ 本 が 組 み 付 け 状 態 で 用 い ら れ る 。 す な わ ち 、 光 フ ァ イ バ ２ に 対 し
て チ ャ ッ ク ピ ン ５ は 周 囲 の ３ 方 向 か ら 接 触 し て そ の 保 持 を 行 う よ う に な っ て い る 。 な お 、
チ ャ ッ ク ピ ン ５ は 少 な く と も ３ 本 あ れ ば 良 く 、 そ れ 以 上 で あ っ て も 良 い 。 そ れ ぞ れ の チ ャ
ッ ク ピ ン ５ は 、 保 持 部 ５ ｃ と 、 保 持 部 ５ ｃ 両 端 部 の 受 部 ５ ａ 、 ５ ｂ と に よ っ て 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 保 持 部 ５ ｃ は 、 他 の チ ャ ッ ク ピ ン ５ の 保 持 部 ５ ｃ と の 共 同 に よ っ て 光 フ ァ イ バ ２ を 保 持
す る も の で あ る 。 図 ５ は チ ャ ッ ク ピ ン ５ に お け る 保 持 部 ５ ｃ の 正 面 を 示 し て い る 。 ３ 本 の
チ ャ ッ ク ピ ン ５ に お け る 保 持 部 ５ ｃ に は 、 そ れ ぞ れ 保 持 面 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 保 持 面
１ ４ は 保 持 さ れ る 光 フ ァ イ バ ２ と 対 向 し て お り 、 光 フ ァ イ バ ２ に 向 か っ て 隆 起 し た 凸 円 弧
状 の 曲 面 と な っ て い る 。 光 フ ァ イ バ ２ は 組 み 付 け ら れ た ３ 本 の チ ャ ッ ク ピ ン ５ の 内 部 に 挿
入 さ れ 、 こ の 挿 入 状 態 で チ ャ ッ ク ピ ン ５ が 光 フ ァ イ バ ２ の 方 向 に 移 動 し て 凸 円 弧 状 の 保 持
面 １ ４ が 光 フ ァ イ バ ２ の 外 面 と 接 触 す る 。 こ の こ と に よ り 光 フ ァ イ バ ２ が チ ャ ッ ク ピ ン ５
に 保 持 さ れ る 。 な お 、 光 フ ァ イ バ ２ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ァ イ バ 素 線 ２ ａ に 外 皮 ２ ｂ
が 覆 っ た 状 態 で チ ャ ッ ク ピ ン ５ に 保 持 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 チ ャ ッ ク ピ ン ５ の 保 持 面 １ ４ の 曲 率 半 径 Ｒ １ は 、 光 フ ァ イ バ ２ の 半 径 Ｒ ２ よ り も 大 き い
径 で 、 且 つ チ ャ ッ ク ピ ン ５ が 接 近 し て 保 持 面 １ ４ が 相 互 に 接 触 し た 場 合 に 保 持 面 １ ４ が 光
フ ァ イ バ ２ の 外 面 と 接 触 で き る 径 と な る よ う に 設 定 さ れ る 。 こ の よ う な 径 と な る よ う に 保
持 面 １ ４ の 曲 率 半 径 Ｒ １ を 設 定 す る こ と に よ り 、 隣 接 す る チ ャ ッ ク ピ ン ５ の 保 持 面 １ ４ が
相 互 に 接 触 す る と 同 時 に 、 各 保 持 面 １ ４ の 中 央 で 光 フ ァ イ バ ２ の 保 持 を 行 う こ と が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 チ ャ ッ ク ピ ン ５ に お け る 保 持 面 １ ４ の 曲 率 半 径 Ｒ １ の ば ら つ き と し て は 、 光 フ ァ
イ バ ２ の 半 径 Ｒ ２ の １ ５ ． ５ ％ 程 度 （ Ｒ ２ ≒ ０ ． １ ５ ５ × Ｒ １ ） と す る こ と が で き る 。 こ
の よ う な ば ら つ き で は 、 チ ャ ッ ク ピ ン ５ の 加 工 精 度 が さ ほ ど 要 求 さ れ な い た め 、 量 産 性 が
向 上 す る メ リ ッ ト が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 そ れ ぞ れ の チ ャ ッ ク ピ ン ５ に お け る 保 持 部 ５ ｃ は 、 図 ５ に 示
す よ う に 、 光 フ ァ イ バ ２ と の 対 向 面 （ 保 持 面 １ ４ ） だ け で な く 、 非 対 向 面 １ ５ も 保 持 面 １
４ と 略 同 じ 曲 率 の 凸 円 弧 状 の 曲 面 に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち チ ャ ッ ク ピ ン ５ の 保 持 部 ５
ｃ は 、 内 外 両 面 が 外 側 に 隆 起 す る 凸 円 弧 状 の 曲 面 と な る よ う に 形 成 さ れ る も の で あ る 。 こ
の よ う に 、 保 持 部 ５ ｃ の 内 外 両 面 を 略 同 じ 曲 率 の 凸 円 弧 状 の 曲 面 と す る こ と に よ り 、 チ ャ
ッ ク ピ ン ５ の 組 み 付 け 時 に お け る 方 向 性 を 考 慮 す る 必 要 が な く な り 、 チ ャ ッ ク ピ ン ５ の 組
付 け を 容 易 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 保 持 部 １ ４ の 両 端 部 、 す な わ ち チ ャ ッ ク ピ ン ５ の 軸 方 向 の 両 端 部 に 形 成 さ れ た 受 部 ５ ａ
、 ５ ｂ は 、 チ ャ ッ ク ピ ン ５ の 軸 方 向 に 沿 っ て 径 が 漸 減 す る テ ー パ 状 と な っ て い る 。 受 部 ５
ａ 、 ５ ｂ を こ の よ う な テ ー パ 状 と す る こ と に よ り 、 後 述 す る よ う に 、 受 部 ５ ａ 、 ５ ｂ を 介
し て チ ャ ッ ク ピ ン ５ を 相 互 の 接 近 方 向 へ 移 動 さ せ る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ は 、 以 上 の チ ャ ッ ク ピ ン ５ を 図 ５ に 示 す 組 立 状 態 で 保 持 す る も の
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で あ り 、 こ の た め 、 チ ャ ッ ク ピ ン ５ が 組 立 状 態 で 挿 入 さ れ る ピ ン 用 孔 ６ ａ が 軸 方 向 に 形 成
さ れ て い る 。 ピ ン 用 孔 ６ ａ に お け る 挿 入 方 向 端 部 （ 図 １ に お け る 右 端 部 ） に は 、 作 用 面 １
７ が 連 設 さ れ て い る 。 作 用 面 １ ７ は 、 チ ャ ッ ク ピ ン ５ に お け る 一 方 の 受 部 ５ ｂ に 対 応 す る
も の で あ り 、 こ の た め チ ャ ッ ク ピ ン ５ か ら 遠 ざ か る に つ れ て 径 が 漸 減 す る テ ー パ 状 に 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ の 作 用 面 １ ７ 及 び 上 述 し た 筒 状 フ レ ー ム ９ の 押 圧 面 １ ３ が チ
ャ ッ ク ピ ン ５ の 両 端 部 の 受 部 ５ ｂ 、 ５ ａ に そ れ ぞ れ 接 触 す る こ と に よ り 、 組 み 付 け ら れ た
チ ャ ッ ク ピ ン ５ が 半 径 方 向 に 沿 っ た 相 互 の 接 近 方 向 に 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 操 作 部 材 と し て の 押 え 蓋 ７ は 、 チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ が 筒 状 フ レ ー ム ９ に 挿 入 さ れ た 後
、 チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ の 後 側 か ら 筒 状 フ レ ー ム ９ に 挿 入 さ れ て 取 り 付 け ら れ る 。 ま た 、
こ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 押 え 蓋 ７ と チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ と の 間 に 緩 衝 ば ね １ ８ が 挿
入 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 押 え 蓋 ７ は 筒 状 フ レ ー ム ９ 側 の 外 面 に ね じ 部 （ 雄 ね じ 部 ） ７ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 筒 状
フ レ ー ム ９ の 対 応 し た 内 面 に 形 成 さ れ た ね じ 部 （ 雌 ね じ 部 ） ９ ｃ と 螺 合 す る こ と に よ り 筒
状 フ レ ー ム ９ に 固 定 さ れ る 。 こ の 螺 合 の 際 に は 、 押 え 蓋 ７ が チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ の 方 向
に 移 動 す る 。 こ の 移 動 に よ っ て 、 チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ が 筒 状 フ レ ー ム ９ 内 を 軸 方 向 に 沿
っ て チ ャ ッ ク ピ ン ５ の 方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 か か る チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ の 移 動 に よ り 、 同 ホ ル ダ ９ の 作 用 面 １ ７ が そ れ ぞ れ の チ ャ
ッ ク ピ ン ５ の 受 部 ５ ｂ と 接 触 す る と 共 に 、 こ の 接 触 に よ っ て チ ャ ッ ク ピ ン ５ を 同 方 向 に 移
動 さ せ る 。 こ の 移 動 に よ り 、 そ れ ぞ れ の チ ャ ッ ク ピ ン ５ の 受 部 ５ ａ が 筒 状 フ レ ー ム ９ の 押
圧 面 １ ３ と 接 触 す る 。 従 っ て 、 軸 方 向 両 端 部 の テ ー パ 状 の 受 部 ５ ａ 、 ５ ｂ が 筒 状 フ レ ー ム
９ の 押 圧 面 １ ３ 及 び チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ の 作 用 面 １ ７ に よ っ て 押 さ れ る た め 、 組 み 付 け
状 態 の チ ャ ッ ク ピ ン ５ は 径 方 向 に 沿 っ て 相 互 に 接 近 す る 。 こ の 接 近 に よ り 、 チ ャ ッ ク ピ ン
５ の 保 持 部 ５ ｃ に お け る 保 持 面 １ ４ が 光 フ ァ イ バ ２ の 周 囲 に ３ 方 向 か ら 接 触 す る た め 、 光
フ ァ イ バ ２ の 保 持 を 行 う こ と が で き 、 光 フ ァ イ バ ２ を 固 定 す る こ と が で き る 。 こ の 光 フ ァ
イ バ ２ の 固 定 に よ り 、 後 述 す る よ う に ２ 本 の 光 フ ァ イ バ ２ 、 ３ の 突 き 合 わ せ が 行 わ れ 、 ２
本 の 光 フ ァ イ バ ２ 、 ３ の 接 続 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う な 構 造 で は 、 光 フ ァ イ バ ２ の 挿 入 状 態 で 押 え 蓋 ７ を 回 転 操 作 す る だ け で あ り 、
現 場 で の 光 フ ァ イ バ ２ 、 ３ の 接 続 を 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 か か る 光 フ ァ イ バ ２ の 保 持 を 行 う チ ャ ッ ク ピ ン ５ の 相 互 の 接 近 に お い て は 、 一 の チ ャ ッ
ク ピ ン ５ の 保 持 面 １ ４ が 隣 接 す る チ ャ ッ ク ピ ン ５ の 保 持 面 １ ４ と 接 触 し て 、 そ れ 以 上 の 接
近 が 阻 止 さ れ る 。 こ の た め 光 フ ァ イ バ ２ を 必 要 以 上 に 押 さ え 込 む こ と が な く 、 必 要 以 上 の
押 さ え 込 み に よ る 光 フ ァ イ バ の 断 線 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 適 宜 の 力 で 光 フ ァ イ バ ２ を 保 持 で き る た め 、 温 度 変 化 に よ る 光 フ ァ イ バ の 膨 張 ・
収 縮 が 自 由 と な り 、 光 フ ァ イ バ ２ に 内 部 応 力 が 発 生 す る こ と が な く な る 。 こ の た め 、 使 用
中 に 光 フ ァ イ バ が 損 傷 し た り 、 破 壊 す る こ と が な く 、 長 期 間 安 定 し た 性 能 を 維 持 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 緩 衝 ば ね １ ８ は 、 複 数 の 皿 ば ね を 軸 方 向 に 沿 っ て 重 ね 合 わ せ る こ と に よ り 構 成 さ れ て い
る 。 こ の 緩 衝 ば ね １ ８ は 押 え 蓋 ７ と チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ と の 間 に 配 置 さ れ て お り 、 押 え
蓋 ７ に よ る チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ へ の 押 圧 力 を 弾 性 的 に 緩 和 す る よ う に 作 用 す る 。 こ の よ
う に 緩 衝 ば ね １ ８ を 設 け る こ と に よ り 、 チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ の 軸 方 向 へ の 移 動 力 が 緩 和
す る た め 、 チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ が チ ャ ッ ク ピ ン ５ に 作 用 す る 押 圧 力 を 間 接 的 に 緩 和 す る
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こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 チ ャ ッ ク ピ ン ５ に よ る 光 フ ァ イ バ ２ の 保 持 力 を 緩 和 す る こ と
が で き 、 光 フ ァ イ バ ２ に 対 し て 過 度 の 保 持 力 が 作 用 す る こ と が な く な り 、 光 フ ァ イ バ ２ の
断 線 等 を さ ら に 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 緩 衝 ば ね １ ８ は 、 チ ャ ッ ク ピ ン ５ に よ る 光 フ ァ イ バ ２ の 保 持 力 を 均 一 化 す る よ う
に も 作 用 す る 。 こ の た め 、 保 持 力 が 偏 在 す る こ と な く 光 フ ァ イ バ ２ を 保 持 で き 、 保 持 力 の
偏 在 に 起 因 し た 光 フ ァ イ バ ２ の 断 線 等 も 防 止 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 以 上 の 緩 衝 ば ね
１ ８ に よ る 保 持 力 の 緩 和 及 び 均 一 化 に よ り 、 光 フ ァ イ バ ２ 及 び チ ャ ッ ク ピ ン ５ の 熱 膨 張 率
差 か ら 生 じ る 光 フ ァ イ バ ２ へ の 押 圧 力 が 変 化 し て も 、 こ の 変 化 を 吸 収 す る た め 、 光 フ ァ イ
バ ２ の 良 好 な 保 持 状 態 を 継 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 ガ イ ド ス リ ー ブ ８ に は 、 一 方 の 光 フ ァ イ バ ２ に お け る フ ァ イ バ 素 線 ２ ａ が 挿 入 さ
れ て 保 持 さ れ 、 接 続 ス リ ー ブ １ ０ に は 、 他 方 の 光 フ ァ イ バ ３ の フ ァ イ バ 素 線 ３ ａ が 挿 入 さ
れ て 保 持 さ れ る （ 図 ３ 参 照 ） 。 そ し て 、 ガ イ ド ス リ ー ブ ８ 及 び 接 続 ス リ ー ブ １ ０ の 対 向 し
た 端 面 を ス リ ー ブ ホ ル ダ １ １ 内 で 突 き 合 わ せ る こ と に よ り 、 光 フ ァ イ バ ２ 、 ３ の 端 面 が 相
互 に 突 き 合 わ せ ら れ て 光 フ ァ イ バ の 接 続 が 行 わ れ る 。 な お 、 接 続 に 先 立 っ て 、 一 方 の 光 フ
ァ イ バ ２ は 上 述 し た よ う に 、 外 皮 ２ ｂ 部 分 が チ ャ ッ ク ピ ン ５ に よ っ て 保 持 さ れ た 状 態 と な
っ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ガ イ ド ス リ ー ブ ８ 及 び 接 続 ス リ ー ブ １ ０ の 突 き 合 わ せ を 高 精 度 に 行 う た め 、 こ れ ら の ス
リ ー ブ ８ 、 １ ０ は 、 同 じ 外 径 と な っ て い る と 共 に 、 中 心 部 分 に は 、 同 じ 径 の 光 フ ァ イ バ 貫
通 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 ス リ ー ブ ホ ル ダ １ １ は 、 こ れ ら の ス リ ー ブ ８ 、 １ ０ が 圧 入 さ れ る
筒 状 の ホ ル ダ 部 １ １ ａ を 有 し て お り 、 ホ ル ダ 部 １ １ ａ は 圧 入 さ れ た ス リ ー ブ ８ 、 １ ０ が 同
軸 と な る よ う に こ れ ら を 保 持 す る 。 こ の た め 、 ホ ル ダ 部 １ １ ａ の 内 面 は 高 精 度 に 仕 上 げ ら
れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ８ は 、 突 き 合 わ せ に よ っ て ２ 本 の 光 フ ァ イ バ ２ 、 ３ を 接 続 し た 状 態 を 示 す 。 光 フ ァ イ
バ ２ 、 ３ の 突 き 合 わ せ は 、 ス リ ー ブ ホ ル ダ １ １ 内 に 圧 入 し た ガ イ ド ス リ ー ブ ８ 及 び 接 続 ス
リ ー ブ １ ０ の 端 面 を 突 き 合 わ せ る こ と に よ り 行 わ れ る 。 突 き 合 わ せ に 先 立 っ て 、 ガ イ ド ス
リ ー ブ ８ 及 び 接 続 ス リ ー ブ １ ０ の 端 面 は 、 Ｐ Ｃ 研 磨 等 に よ る 端 面 研 磨 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 接 続 ス リ ー ブ １ ０ 側 の フ ァ イ バ 素 線 ３ ａ の 端 部 が 同 ス リ ー ブ
１ ０ の 端 面 １ ０ ａ よ り も 窪 む こ と に よ り 、 図 ７ に 示 す よ う に 窪 み 部 ２ １ が 形 成 さ れ て い る
。 こ れ に 対 し 、 ガ イ ド ス リ ー ブ ８ 側 の 光 フ ァ イ バ ２ の フ ァ イ バ 素 線 ２ ａ が 窪 み 部 ２ １ に 突
き 当 て ら れ る こ と に よ り 、 光 フ ァ イ バ ２ 、 ３ の 接 続 が 行 わ れ る （ 図 ８ 参 照 ） 。 こ の よ う な
窪 み 部 ２ １ へ の 突 き 合 わ せ に よ り 、 フ ァ イ バ 素 線 ２ ａ 、 ３ ａ 相 互 の 調 心 作 用 が 生 じ る た め
、 フ ァ イ バ 素 線 ２ ａ 、 ３ ａ を 高 精 度 な 同 軸 度 で 突 き 合 わ せ る こ と が で き 、 光 損 失 の な い 光
フ ァ イ バ ２ 、 ３ の 接 続 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 フ ァ イ バ 素 線 ３ ａ に 形 成 し た 窪 み 部
２ １ 内 に マ ッ チ ン グ 剤 ２ ３ が 充 填 さ れ て い る 。 マ ッ チ ン グ 剤 ２ ３ の 充 填 は 、 フ ァ イ バ 素 線
２ ａ 、 ３ ａ 相 互 の 突 き 合 わ せ 前 に 、 窪 み 部 ２ １ に マ ッ チ ン グ 剤 ２ ３ を 塗 布 す る こ と に よ り
簡 単 に 行 う こ と が で き る 。 こ の よ う な マ ッ チ ン グ 剤 ２ ３ を 充 填 す る こ と に よ り 、 光 が 散 乱
す る こ と な く 、 フ ァ イ バ 素 線 ２ ａ 、 ３ ａ を 伝 達 で き る た め 、 接 続 損 失 が な い 良 好 な 効 率 で
光 信 号 の 伝 達 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 か か る 窪 み 部 ２ １ の 形 成 は 、 接 続 ス リ ー ブ １ ０ に お け る 突 き 合 わ せ 側 の 端 面 １ ０ ａ に バ
フ 研 磨 等 す る こ と に よ り 簡 単 に 行 う こ と が で き る 。 す な わ ち 、 光 フ ァ イ バ が ガ ラ ス に よ っ
て 形 成 さ れ る の に 対 し 、 接 続 ス リ ー ブ １ ０ が ガ ラ ス よ り も 硬 質 の セ ラ ミ ッ ク ス 等 に よ っ て
作 製 さ れ て い る と こ ろ か ら 、 接 続 ス リ ー ブ １ ０ の 端 面 １ ０ ａ を バ フ 研 磨 す る こ と に よ り 、
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光 フ ァ イ バ が 優 先 的 に 研 磨 さ れ て 窪 み 部 ２ １ を 形 成 す る こ と が で き る た め で あ る 。 こ れ に
よ り 、 現 場 で の 窪 み 部 ２ １ の 形 成 を 容 易 に 行 う こ と が で き る と 共 に 、 そ の 形 成 を 短 時 間 で
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 と 同 一 の 部 材 に は 同 一 の
符 号 を 付 し て 対 応 さ せ て あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 緩 衝 ば ね と し て 、 コ イ ル ば ね ２ ５ を 用 い る も の で あ る 。 コ イ ル ば
ね ２ ５ は 、 押 え 蓋 ７ と 、 チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ と の 間 に 配 置 さ れ る も の で あ り 、 押 え 蓋 ７
の 端 部 に は 、 軸 方 向 に 延 び る 筒 状 の カ バ ー 部 ７ ｂ が 形 成 さ れ 、 コ イ ル ば ね ２ ５ は こ の カ バ
ー 部 ７ ｂ の 内 部 に 収 容 さ れ て い る 。 ま た 、 チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ は 、 コ イ ル ば ね ２ ５ の 端
部 が 当 接 す る 当 接 片 ６ ｄ が 半 径 方 向 に 沿 っ て 延 び て い る 。 こ の チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ の 軸
方 向 移 動 を 可 能 と す る た め 、 筒 状 フ レ ー ム ９ に は 、 当 接 片 ６ ｄ が 抜 き 出 る ス リ ッ ト ９ ｄ が
形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 造 で は 、 コ イ ル ば ね ２ ５ が 当 接 片 ６ ｄ に 当 接 す る こ と に よ
り 、 ば ね 力 を チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ ６ に 作 用 さ せ る こ と に で き る た め 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す
皿 ば ね と 同 様 な 緩 衝 作 用 を 行 う こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の よ う な コ イ ル ば ね ２ ５ を 緩 衝 ば ね と し て 用 い る こ と に よ り 、 緩 衝 ば ね を 径 方 向 に 配
置 す る こ と が で き る た め 、 そ の 分 、 光 コ ネ ク タ １ の 軸 方 向 長 さ を 短 く す る こ と が で き 、 現
場 で の 操 作 性 が 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 光 コ ネ ク タ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 光 フ ァ イ バ の 固 定 状 態 を 示 す フ ェ ル ー ル の 部 分 破 断 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 光 コ ネ ク タ の 内 部 を 示 す 破 断 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 光 コ ネ ク タ の 内 部 を 示 す 半 裁 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 チ ャ ッ ク ピ ン の 作 用 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 接 続 ス リ ー ブ 及 び ガ イ ド ス リ ー ブ を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 接 続 ス リ ー ブ の 端 面 部 分 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ２ 本 の 光 フ ァ イ バ を 突 き 合 わ せ て 接 続 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 を 示 す 半 裁 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
１ 　 　 　 　 　 光 コ ネ ク タ
２ 、 ３ 　 　 　 光 フ ァ イ バ
４ 　 　 　 　 　 フ ェ ル ー ル
５ 　 　 　 　 　 チ ャ ッ ク ピ ン
５ ａ 、 ５ ｂ 　 チ ャ ッ ク ピ ン の 受 部
５ ｃ 　 　 　 　 保 持 部
６ 　 　 　 　 　 チ ャ ッ ク ピ ン ホ ル ダ
７ 　 　 　 　 　 押 え 蓋
８ 　 　 　 　 　 ガ イ ド ス リ ー ブ
９ 　 　 　 　 　 筒 状 フ レ ー ム
１ ０ 　 　 　 　 接 続 ス リ ー ブ
１ １ 　 　 　 　 ス リ ー ブ ホ ル ダ
１ ３ 　 　 　 　 押 圧 面
１ ７ 　 　 　 　 作 用 面
１ ８ 　 　 　 　 緩 衝 ば ね
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(10) JP 2005-128275 A 2005.5.19


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

